
愛媛県中小企業家同友会
〒 790-0003　松山市三番町 1-11-10 ISSEI ビル 301　TEL（089）948-9920　FAX（089）948-9931　http://ehime.doyu.jp

Ehime Doyu
No.357　2023 年２月１日 発刊

The Ehime Association of Small Business Entrepreneurs

2
2023

2022 fiscal year

[ 今月の表紙 ] 春を告げる梅の花（松山城天守）　　[ 撮　影　者 ] 杉原 一史[ 今月の表紙 ] 春を告げる梅の花（松山城天守）　　[ 撮　影　者 ] 杉原 一史さんさん

目次目次
松山支部第１地区会例会／松山支部第１地区会会員紹介／事務局だより松山支部第１地区会例会／松山支部第１地区会会員紹介／事務局だより � � � � � �  2 2
松山支部第２地区会例会松山支部第２地区会例会 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  3 3
松山支部第３地区会例会／松山支部第３地区会会員紹介松山支部第３地区会例会／松山支部第３地区会会員紹介 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  4 4
四国中央支部例会／四国中央支部会員紹介四国中央支部例会／四国中央支部会員紹介 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  5 5
今治支部例会／今治支部会員の経営指針今治支部例会／今治支部会員の経営指針 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  6 6
伊予・松前支部例会／伊予・松前支部会員紹介伊予・松前支部例会／伊予・松前支部会員紹介 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  7 7
同友会で俳友会同友会で俳友会 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  8 8
会員掲示板 / 経営相談室コラム会員掲示板 / 経営相談室コラム � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  9 9
理事会議事録理事会議事録 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  10 10
※ 愛媛同友会では現在、全ての会合において、必ずマスクを着用して参加いただいています。※ 愛媛同友会では現在、全ての会合において、必ずマスクを着用して参加いただいています。

掲載している写真のうち、マスクを着用していないものは、撮影用に一時的に外していた掲載している写真のうち、マスクを着用していないものは、撮影用に一時的に外していた
だいたものです。だいたものです。

発行：愛媛県中小企業家同友会　　　編集：広報情報化委員会発行：愛媛県中小企業家同友会　　　編集：広報情報化委員会



松山支部第１地区会 / 事務局2

松山支部第１地区会12月忘年例会
◆ 日　時：11 月 30 日（水）19：00 ～ 21：00
◆ 会　場：居酒屋 夢響
◆ 参加者：15 名

　2022 年最後の松山支部第１地区会例会は、報告者を立てずに忘年例会の形式で行いました。参加者それぞれの 2022 年の
回顧と 2023 年の抱負を語り合いました。お互いを刺激し合う、熱い思いの滾る素敵な忘年例会となりました。

寄稿：髙橋 大輔さん
（ソニー生命保険㈱松山支社／松山支部第１地区会）

　今回訪問させていただいたのは、松山支部第１地区会会
員の NPO 法人家族支援フォーラム平岡裕矢さんが担当す
るお店です。
　この度同社の事業の一環として経営・運営されている「矢
磨樹」の代表に、一月より平岡さんが就任されたとお聞きし、
店長の H さんと平岡さんにお話を伺いました。
　H 店長は 18 歳から 25 年間料理の道で働いており、昨年
の６月に矢磨樹の店長として入社されました。以前までは福
祉とは関わりのない飲食店で働いており、障がい者福祉に携
わった経験は一切ありませんでした。そのような H さんが
入社後、特に強く感じたことは、飲食＝福祉であるというこ
とでした。入社当初は正直戸惑いがあったと言い、従業員さ
んの行動に理解が追いつかないこともあったとのことです。
　しかし矢磨樹の運営を通じ、障がい者の方々と触れ合う
うちに個性を個性として尊重すること、そして仕事を通じ
てお客様はもちろん、従業員さんやそのご家族にも喜びを
与えることを楽しめるようになったと店長さんは語りまし
た。それは店長さん自身が従業員さんのことを知りたい・
理解したいと思う気持ちがあればこその感情の変化であっ
たのではないでしょうか。現在では従業員の方々としっか
り挨拶をする、それぞれの人が持つ個性を尊重することを
モットーとされています。

料理を通じて感動、喜びを
～ 飲食と障がい者をつなぐ ～

　そ して 平岡 さ
ん、店長さん共に
おっしゃられてい
たのが、営利目的
ではなく、働く従
業員さんやお客様
とそのご家族に喜
んでもらいたいと
いうことでした。
障がいのある子供
を持つご家庭は気軽に外食できない方々もいらっしゃいます。
そのような方がご兄弟でご来店いただき、久しぶりの外食を存
分に楽しんで帰られた姿を見、ありがとうございますと言われ
た時に、自分や矢磨樹が求められていること、飲食＝福祉とい
うことを再認識されたそうです。
　最後に、お料理の話を…平岡さんと店長さんの一番のお
すすめは生麺パスタです。私たちも訪問当日にいただきま
したが、パスタの常識を大きく覆させられました。皆様も
是非ご賞味あれ‼️
寄稿：山本 康弘さん（㈱日の出都市開発／松山支部第１地区会）、
　　  西原 良彦さん、相原 健さん（㈱日の出都市開発 社員）

松山支部第１地区会会員紹介：NPO 法人家族支援フォーラム　平岡 裕矢さん

矢磨樹さんの店内風景

　今夏以来、会員の皆さんにご心配をおかけしてきた事務
局です。
　本当に色々とあった激動の 2022 年を経て、いい感じに
まとまってきた事務局の近況をお知らせします。

　まず、私こと
大北が再び事務
局長に就任しま
した。
　１ヵ月の休職
後、８月に職場
復帰して体調の

事務局だより
回復につとめてきた藤原里穂さんは、2022 年末に大学時
代のご友人と結婚されました。４月に出産を控えており、
２月から愛媛同友会事務局初の産休に入る予定です。
　強力な新メンバーも加わりました。経理をご担当いただ
いているパートの横山裕美子さん。そして、広島同友会の
元・専務理事である竹河内博之さん。
　新たな事務局４人組。会員の皆さんと一緒に、愛媛同友
会の発展と変革に取り組んでまいります。改めて、よろし
くお願いします。

文責：大北 雅浩
（愛媛同友会事務局長）

左から、大北、横山さん、藤原さん、竹河内さん
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松山支部第２地区会12月例会

◆ ナビゲーター：米田 順哉 氏
NPO 法人家族支援フォーラム 理事長／愛媛同友会 代表理事

◆ 日　 時：12 月 21 日（水）18：30 ～ 22：30
◆ 会　 場：チャーリーズベジタブル
◆ 参 加 者：19 名

企業変革支援プログラム体感例会
～ しっかり討論した後は、第 2 部で懇親会♪ ～

　企業変革支援プログラム（同友会が発行している書籍）
について皆さんはどのように思われていますか？面倒で手
が付けられない、自分の会社はそのレベルにない、やって
いる暇がないなどと思われているかもしれません。
　今回の例会では愛媛同友会の米田順哉代表理事がナビ
ゲーターで企業変革支援プログラムの第２版を実際に使っ
てみようという例会でした。
　昨年の 10 月に改訂となった企業変革支援プログラム第
２版のテキストをもとにわかりやすく解説、まずやってみ
ようとの事でエントリー自己診断を行い、自社の採点をし
ました。
　いざやってみると私の会社の採点結果はとても残念でし
た。ほとんどの項目で成熟度レベルはレベル１となりまし
た。下から２番目の評価になります。テキストをお持ちの
方は 12 ページ、13 ページをご覧ください。グループ内の
しっかりとできていると思われるベテラン企業も意外と点
数は低くなっており内心は、ほっとしました。採点基準で
ある成熟度レベルの確認のレベル0～レベル５の６段階評
価の基準に照らし合わせると、しっかりできていてレベル
４の評価。
　まずやってみる事に意義があると考えることができまし
た。自社の現状を客観的に診断できる、強み弱みに気づき
定期的に振り返ることが大事と感じました。
　例会の感想では、経営指針成文化セミナーに参加した後
で企業変革支援プログラムを使うとさらに深く自社の強
み、弱みに気づくことができる。自社の方向性を決めるきっ

かけになるなど、よりよい企業となるためのヒントとなる
感想が多くありました。
　今回の会場は松山支部第２地区会の会員企業でもある
チャーリーズベジタブルウイズプチスリーズさんで行われ
ました。例会の後は忘年会も兼ねた懇親会で、企業変革支
援プログラムはどう生かすか、経営指針成文化セミナー参
加の経験は支援プログラムに活かされるのではないかなど
の熱い議論もありました。
　今回の例会は、まずやってみる事の大切さを改めて気づ
くことができました。取り組み始めは低い点数ですが、定
期的に企業変革支援プログラムに取り組むことで自社がよ
り良い企業になっていくことでしょう。

寄稿：武井 得誠さん
（㈲ Elysion ／松山支部第２地区会）

討論の様子
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松山支部第３地区会12月リアル例会

◆ ファシリテーター：杉本 太一 氏
特別養護老人ホーム 梅の里 統括施設長／愛媛同友会 松山支部第３地区会幹事

◆ 日　　 時：12 月 20 日（火）18：30 ～ 21：00
◆ 会　　 場：二番町ホール
◆ 参 加 者：14 名

あなたの悩みは仲間の課題 参加者全員でとことん討論しよう！
～ ワールドカフェ方式対話コミュニケーション型グループ討論 ～

　今回の 12 月例会は、ゲスト１名を迎え松山支部第３地区
会例会史上初の試みである「ワールドカフェ方式対話コミュニ
ケーション型グループ討論」を行いました。一見難しそうな
形式でありますが、結論を言いますと、私史上最高に盛り上
がったグループ討論でありました。さらに特筆すべき点とし
て、10 月 11 月例会報告において「労使見解」を２カ月連続
で学んできた経緯があります。その内容を 12 月例会では「労
使見解」を４つの学びのポイントとして提示し、自社の悩み
や課題と照らし合わせながら実践レベルの解決策を具体的に
探っていくという素晴らしい学びの流れがあったと思います。
　杉本さんからワールドカフェ方式の趣旨と意義について
説明があり、４つのポイントについて 30 分ずつ 4 グループ
に分かれて討論しました。30 分の討論毎にメンバーを入れ
替えるという工夫をすることで、参加者全員が大変活気に満
ち溢れている様子が伺えました。同友会メンバーの英知こそ
最高の解決策。様々な意見が出てきて大変有意義な時間を過
ごすことができました。敢えてカフェ空間にした理由として、
飲食を伴うリラックスした空間にこそ知識や知恵が生まれ
やすいという特徴があったからです。今回フェローシステム
あおぞらベジィさんにお弁当をご用意いただきましたが、写
真撮影する方が続出のとっても素敵なお弁当でした。
　グループ討論発表では「社員との信頼関係の上で、経営者
が経営理念をいかに成文化していくか、外部環境について例
えばコロナの状況で何ができるのか。会社にとっての外部環
境は常に変わっていきます。その外部環境に対して視点を変

えてみることで経営状況は変わってきますので、経営者が一
人だけで考えるのではなく、右腕や左腕となる人と一緒に、
労使が力を合わせて経営していくことが最も大事になる」と
の意見もありました。
　最後に杉本さんのまとめでは「例会初のワールドカフェ方式
でしたが、初めてのことでもまずはチャレンジしてみること、
そこから改善をしてより良いものを創っていけばいいのではな
いか」というお話もありました。そして川﨑副地区会長の閉会
挨拶の中でも「私たち松山支部第３地区会は同友会のファース
トペンギンでありたい。何事にも失敗を恐れず、とにかくやっ
てみる姿勢が大事」という心強いメッセージをいただきました。
　このように、同友会の皆様は、リラックスした雰囲気で雑
談している時に突然アイデアが浮かんだ経験はありません
か。社員さんとのコミュニケーション力向上は全社共通の課
題です。Google、インテル、ヒューレットパッカード、NASA
等でも導入実績がある「ワールドカフェ方式」社内研修を、
皆様の会社にも取り入れてみてはいかがでしょうか。

寄稿：門屋 晃二さん（高木保育園／松山支部第３地区会）

　「薬を飲み続けることが、本当に病気を治すことなのだ
ろうか？」「病気って何なの？どうして病気になるの？な
んのために病気になるの？」「そもそも健康って何だろう？
生きるってどういうことだろう？」野上さんが医師として

松山支部第３地区会会員紹介：セルフインテグレーション　野上 徳子さん
活動していくなかで気付いたことは…
　　“ 病気を診るのではなく人を診る ”　
　これこそが、正に求めていた真の医療の形だとおっしゃ
いました。インタビューをしていて、これは中小企業家同
友会が掲げている『人を生かす経営』に通じるものがある
と感じました。ぜひ、動画でご覧ください。

　松山支部第 3 地区会では、YouTube に会員訪問のインタビュー
を動画で公開しております。インタビュー動画は QR コードもし
くは  https://youtu.be/zLwN7l3d_Zo  からご覧ください。

寄稿：上田 剛士さん
（㈲キホク / 松山支部第３地区会）

※こちらから動画をご覧いただけます。

左から 2 人目がファシリテーターの杉本さん
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四国中央支部12月望年例会
飲んで語って 望年例会‼
～ コロナ去り  経済回すぜ  同友会 ～

～ 望年会  漢字変えても  中身は一緒 ～
～ どういう会？  それを探すが  同友会 ～

　支部を越え、同友会の繋がりを感じたニュースです。
　四国中央支部の「かがやき総合保険企画」の中泉さんは、
８年間にわたり車椅子を様々な施設に寄贈し、これまでに
130 台、そして更に９年目の今年、新たに 30 台を寄贈し、
合計 160 台となりました。「社会に貢献し、地域の方々に
寄り添う」という、会社の行動理念を掲げ実行していく姿

四国中央支部　会員紹介：㈱かがやき総合保険企画
勢に感動です。
　７年間は四国中央市だけで行い、100 台に及ぶ車椅子は、
社会福祉協議会や介護施設、市施設、そして学校へと寄贈
されてきたそうです。昨年より新居浜市、松山市でも寄贈
をはじめられました。
　今年は、松山方面の寄贈先選定において、同友会事務局に

相談され、同友会メンバーである「梅本の里
（杉本太一さん）」「ユアーズ・ケア（弓立公司
さん）」に寄贈となったそうです。
　「今、介護施設の現状は様々な要因で苦境
にあるのではないですか？少しでもお役に
立てたらと思います」。９年間という継続し
た社会貢献に、これまで見てきたつもりだっ
た中泉さんの違った熱い一面を感じました。
　中泉さん、これからも宜しくお願いしま
す！ありがとうございます！
（�㈱かがやき総合保険企画の業務部長の森田文子さ
んが同友会会員、中泉輝彦さんは代表取締役）

寄稿：石川 義和さん
（㈲石川工作所／四国中央支部）

◆ 日　時：12 月 22 日（木）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：愛花
◆ 参加者：19 名

　2022 年はどんな年だったでしょうか。私は支部
長として目覚めた年だったかもしれません。今回の

「望年例会」は四国中央支部、愛媛同友会、いや、同
友会メンバーという温かいものを感じた例会となり
ました。
　松山から経営フォーラム紹介のための参加や、香川
同友会からの参加、ゲスト参加など普段見慣れた顔ぶ
れ以外の参加もあり、なにやら賑やかで、和やかな望
年会となりました。その勢いで「2023 年、心新たに、
一層素晴らしい四国中央支部になるよう支部長を連投
します！」と宣言しました。フォーラムに向けても支部から
10 人以上の参加を目指すこと、そして、支部増強や指針塾、
他支部例会参加など想いは尽きません。そして、同友会とい
う会を通した熱い和、輪が尽きない話題とあたたかな雰囲気
で最高の望年例会を締めくくりました。
　2023 年に向け、四国中央支部は一丸となって頑張るぞー‼️

寄稿：石川 義和さん
（㈲石川工作所／四国中央支部）
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今治支部12月例会

◆ 報告者：桑波田 健 氏
岡田印刷㈱ 代表取締役／愛媛同友会 理事・松山支部長・松山支部第２地区会会長

◆ 日　時：12 月 19 日（月）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：テクスポート今治
◆ 参加者：14 名

あなたは何によって自社を知りますか？
～ いいものあります、企業変革支援プログラム ～

　2022 年最後の今治支部例会は岡田印刷の代表取締役を
務められている桑波田さんにご報告して頂きました。12 月
例会の目的は、『企業変革支援プログラムを知ろう！そし
て、取り組んでみよう！』でした。
　桑波田さんは昨年度、経営労働委員会主催の企業変革支
援プログラム学習会で、実際に企業変革支援プログラムに取
り組まれ、発表をされました。その際、「こんな良いものが
身近にあったんだ。これは自社で絶対使っていこう！」と実
感されたそうです。『敵を知り、己を知れば、百戦殆うからず』
という諺を引用され、敵（外部環境）は変わっていくもんだ
と考え、己（自社の経営）を知るために企業変革支援プログ
ラムを活用していく必要があると教えて頂きました。また、

企業変革支援プロ
グラムは健康診断
の様なもので、多
くのことに気づか
され、この気づき
が経営変革の第一
歩になっていると
実践報告をして頂
きました。

　グループワークでは、参加者みんなでエントリー自己診
断をおこない、つけてみた感想や自社の現状をグループで
話し合いました。各企業の現状の取り組みを聴くなかでも、
多くの気づきを得られることが出来ました。
　師走の忙しい中で少人数ではありましたが、帰り際、参加
者から「この企業変革支援プログラムは良さそうだ！やって
みよう！」という声がちらほら聞こえてきました。☆大成功☆

寄稿：宇佐 裕次さん
（㈲キャンパス／今治支部）

　本日お伺いしたのは今治市の一般社団法人をかしやの菊
間彰さん。研修やファシリテーター業務や、アウトドアの
指導などの事業を行っておられます。行政担当者や企業の
社員教育・ガイド養成研修・インタープリターの養成研修

今治支部会員の経営指針：一般社団法人をかしや　菊間 彰さん
でトップを走っておられ、本『「もう一度会いたい」と思わ
れる人になる』も執筆しておられます。
　経営理念は、「私たちは、自然体験と対話を通じて、人
と人、人と自然をつなぐコミュニケーションコンサルタン
トです。自然への畏敬の念を持ち、自分の頭で考え、判断、
行動できる人を育むことを使命とします。」
　自然体験を仕事としてますが、核は人です。人を育みた
くて、それを通じて持続可能な世の中を作りたい。その場
としての自然がある。と教えていただきました。
　今後、新会社を作り林業への本格参入（年度内）。脱炭素・
SDGsの達成に向け、植林や伐採事業を開始する。また、
民泊事業も随時進めておられます。
　地域の魅力をつたえる仕事をし、いろいろな人を受け入
れて地域を好きになってもらうことが重要であると明るく
教えてもらうと、一緒に働きたく思える会員訪問でした。

訪問：杉原 一史さん（㈲周桑電機工業所／今治支部）
末竹 伸さん   （社会福祉法人 Sign ／今治支部）

寄稿：今岡 健一さん（合同会社発達の木／今治支部）

報告席の左が桑波田さん、右が座長の稲井さん

左から二人目が菊間さん
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伊予・松前支部12月望年例会

◆ 日　時：12 月 14 日（水）19：00 ～ 21：00
◆ 会　場：松山カルビ
◆ 参加者：22 名

“共に学び” “未来を語れる” パートナーはいますか？
～ 経営者と社員が真剣に語り、築きあげた信頼関係 ～

キスが染み出した
最 高 の あ っ た か
ス ー プ。2022 年
頑張ってきた参加
者 の 心 も 体 も 温
め、癒してくれた
のではないでしょ
うか？チヂミやピリ辛の韓国風からあげヤンニョムチキ
ン・シメの冷麺も美味しかったです。
　コロナ感染者は増加傾向で決して油断のできない状況で
すが、久しぶりに仲間とおいしい料理を囲み、膝を突き合
わせワイワイと語り合うことができました。参加者みんな
新しい年への良い助走が付いたのではないでしょうか？

寄稿：山崎 剛さん
（協和パックス㈱／伊予・松前支部）

　12 月14日、伊予・松前支部望年例会が松山カルビさん（通
称：三番町ホール）で開催されました。他支部の仲間やゲス
トを含め 22 名での開催でした。本年度、伊予・松前支部
の例会は基本ハイブリッド開催でした。ですからリアルで
顔を見るのも久しぶりなんて方もいらっしゃいました。
　今宵の宴は参鶏湯（サムゲタン）コース！私の先月「参鶏
湯が食べたいな」というリクエストに店主で、伊予・松前支
部幹事の影浦さんが答えてくださいました。
　大政さんの乾杯の大号令で、望年例会がスタートしました。
キムチやナムル・チャプチェら前菜５種から始まり、お酒
との相性抜群！目の前で豪快に焼き上げる巨大なサムギョ
プサルと豚カルビは箸が止まらないほど最高でした。ただ
しいつもメインを張るこの２品も本日は前座。そしていよ
いよ主役の参鶏湯の登場。お玉で触れるだけでホロホロと
崩れるまで炊かれた丸鶏とナツメや高麗人参等の薬膳のエ

おいしそうなお肉料理

伊予・松前支部会員紹介：月心グループ　菅 啓三さん
　今年、まさき村の社長、松前町観光協会の会長に就任さ
れた、松前町商工会の会長である月心グループの菅会長を
訪問しました（いろいろな役を兼務されています）。
　ご存じエミフル MASAKI の敷地内にあるまさき村は、13
年前にエミフル MASAKI が開業するタイミングに合わせ、
少なからず影響を受けるであろう地元の下支えになればとの
想いがあり、松前町商工会の主導で立ちあがりました。

　はだか麦や珍味発祥の地
として知られる松前町です
が、これまで観光にはあま
り力を入れてきませんでし
た。県内外からエミフルに
来る人をなんとか町内に誘
導できないか、そして少し
でも地元にお金を落として

もらうような仕掛けができないか、そんな想いもあって今年 6 月、
まさき村店内の一角に「松前町観光協会」が設立されました。
　松前町の夏祭りの時にしか開催されていない「はんぎり競漕」
を通年体験できるようにできないか、特産品であるはだか麦や
珍味のブランド化など、様々な視点で観光資源の掘り起こし戦
略を練るなど試行錯誤の毎日。そのような取り組みを実現する
ために、近々できたばかりの観光協会を「松前町観光物産協会」
に変更する予定。そして松前町とも連携して観光と特産品の両
方を広く全国へ発信していきたいとおっしゃっていました。
　愛媛県・全国で松前町の存在感をだせるか菅さんの手腕
にかかっています。我々伊予・松前支部お膝元の松前町を
みなさんも応援してくださいね。お忙しい中取材に応えて
くださった菅さん、松前町観光協会事務局の正岡さんあり
がとうございました。 寄稿：鳥井 綾乃さん

（松山興産㈱／伊予・松前支部）左が月心グループの菅さん
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同
友
会
で
俳
友
会

４月 投句QR

締切３月15 日

  

四
月
号 

兼
題
　

「
春
深
し
」  「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
」  「
初
桜
」  

「
四
月
馬
鹿
」  「
春
闘
」  「
桜
鯛
」

　
い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず

自
由
に
詠
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

講
評
：
髙
橋 

大
輔
さ
ん（
広
報
情
報
化
委
員
）

  

三
月
号 

兼
題
　

「
風
光
る
」  「
春
一
番
」  「
風
船
」  

「
蒲
公
英（
た
ん
ぽ
ぽ
）」  「
初
蝶
」

３月 投句QR

締切２月15 日

鎌田 大輔さん

　
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
二
月
四
日
の
立
春
を
過
ぎ
れ

ば
暦
の
上
で
は
春
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
気
温
は
低

い
の
で
す
が
、
草
木
に
は
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

春
を
探
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆ 

最
優
秀
賞
　

　
ハ
シ
ゴ
酒
冬
三
日
月
に
追
わ
れ
つ
つ

杉
原 
一
史
さ
ん（
㈲
周
桑
電
機
工
業
所
）

　
二
次
会
、
三
次
会
と
お
店
を
は
し
ご
す
る
時
、
多
少
な
り
と
も
背
徳
感
が
あ
る
も

の
で
す
。
そ
れ
で
も
は
し
ご
酒
を
す
る
の
は
、
得
ら
れ
る
享
楽
が
背
徳
感
を
上
回
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
中
七
下
五
の
措
辞
が
、
冬
三
日
月
に
背
を
向
け
次
の
店
に
向
か
う

酒
好
き
の
心
中
を
う
ま
く
表
し
て
い
ま
す
。
動
作
の
反
復
・
継
続
を
表
現
す
る
接
続

助
詞
「
つ
つ
」
に
よ
り
、
今
宵
の
は
し
ご
酒
は
は
ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

◇
特
別
賞
（
鴉
の
気
持
ち
で
賞
）　

　
寒
鴉
春
は
ま
だ
か
と
声
嗄
ら
す

丹
生
谷 

美
緒
さ
ん（
東
温
市
役
所
）

　
寒
鴉
の
し
わ
が
れ
た
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
下
五
の「
嗄
ら
す
」の
音
が「
鴉
」

と
ひ
び
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

◇
特
別
賞
（
わ
び
さ
び
を
感
じ
る
で
賞
）　

　
ひ
と
気
無
き
公
園
下
り
立
つ
寒
鴉

石
川 

義
和
さ
ん（
㈲
石
川
工
作
所
）

　
春
や
秋
に
は
賑
や
か
な
公
園
も
冬
は
ひ
と
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
い
な
い
公
園

に
鴉
が
下
り
立
ち
ま
し
た
。
冬
の
公
園
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
上
手
く
切
り
取
り
ま
し
た
。

◇
特
別
賞
（
梅
の
香
賞
）　

　
玄
関
に
一
枝
の
梅
父
想
う

大
野 

智
加
子
さ
ん（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛 

元
社
員
）

　
父
の
好
き
だ
っ
た
梅
を
一
枝
玄
関
に
活
け
ま
し
た
。
今
年
も
変
わ
ら
ず
春
が

や
っ
て
き
ま
す
。

◇
特
別
賞
（
願
い
は
叶
う
で
賞
）　

　
仰
ぎ
見
る
冬
三
日
月
に
願
い
込
め

津
田 

雅
士
さ
ん（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）

　
凛
と
し
た
空
気
に
冴
え
る
冬
三
日
月
。
な
ん
だ
か
願
い
を
叶
え
て
く
れ
そ
う
な
気
が

し
ま
す
。

◇
特
別
賞
（
そ
れ
は
イ
ヤ
で
す
よ
賞
）　

　
ま
た
で
き
た
イ
ヤ
で
し
か
な
い
霜
焼
が

横
山 

佳
穂
さ
ん（
愛
媛
同
友
会
事
務
局 

横
山
裕
美
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
）

　
霜
焼
が
で
き
や
す
い
体
質
の
人
は
こ
の
季
節
が
憂
鬱
で
す
。
誰
か
が
気
遣
っ
て
く
れ

た
ら
痛
み
も
和
ら
ぐ
の
で
し
ょ
う
。

　

最
優
秀
賞
の
杉
原
一
史
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
ダ
イ

オ
ー
ズ
四
国
O
C
S
え
ひ
め（
鎌
田
大
輔
さ
ん
：
松
山

支
部
第
３
地
区
会
）の
ス
テ
キ
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
と
コ
コ
ア
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換
が
い
い
仕
事
に
繋
が
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

  https://w
w

w
.facebook.com

/ocsehim
e

　

  https://w
w

w
.instagram

.com
/ocsehim

e 
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井澤 剛一さん（いざわ  こういち）

松山支部第２地区会
㈲アーキテクトイザワ　代表取締役
一般戸建木造住宅、リフォーム工事全般、設計、
施工、管理
〒 790-2648　松山市菅沢町甲 975-5
ＴＥＬ：089-914-0351　
ＦＡＸ：089-914-0353
紹介者：㈲福助珍味　内藤 成博

大坂 忍さん（おおさか  しのぶ）

松山支部第１地区会
㈱ＦＥＡ
保険代理店業
〒 790-0811　松山市本町 2-4-31-201
ＴＥＬ：089-942-3311　
ＦＡＸ：089-942-3312
紹介者：二幸送風機㈱　山口 光俊

新入会員のご紹介【２名】（12 月 16 日～１月20 日）・会員掲示板

青
春
と
は
　
　
　
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
詩

秋
川
保
親
氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会  

経
営
相
談
室
長

“平成の赤ひげ”の
経
営
相
談
室
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

　
こ
の
詩
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
、
自
分
の
部
屋
に
飾
り
何
時
も
眺

め
て
い
た
し
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
が
、
こ
の
詩
を
愛
し
た
こ
と
で
有
名
に

な
っ
た
詩
で
す
。

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
時
期
を
言
う
の
で
は
な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。

優
れ
た
想
像
力
、
逞
し
い
意
志
、
炎
え
る
情
熱
、
怯
懦
を
却
け
る
勇
猛
心
、

安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
、
こ
う
い
う
様
相
を
青
春
と
言
う
の
だ
。

真
の
青
春
と
は
、若
き
肉
体
の
中
で
は
な
く
、若
き
精
神
の
中
に
こ
そ
有
る
。

歳
を
重
ね
る
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
始
め
て
老
い
る
。

歳
月
は
皮
膚
に
皺
を
増
や
す
が
、
情
熱
を
失
え
ば
精
神
は
し
ぼ
む
。

苦
悩
や
、
不
安
、
恐
怖
、
失
望
、
こ
う
言
う
も
の
が
人
を
老
い
さ
せ
、
精

気
あ
る
魂
を
芥
に
す
る
。
歳
は
七
〇
歳
で
あ
ろ
う
が
一
六
歳
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
胸
中
に
抱
き
得
る
も
の
は
何
か
。
空
に
輝
く
星
に
も
似
た
輝
き
、
事

に
処
す
る
剛
毅
な
挑
戦
、小
児
の
ご
と
き
探
求
心
、人
生
へ
の
歓
喜
と
興
味
。

人
は
信
念
と
共
に
若
く
、疑
惑
と
と
も
に
老
い
る
。人
は
自
信
と
共
に
若
く
、

恐
怖
と
共
に
老
い
る
。

希
望
あ
る
限
り
若
く
、
失
望
と
共
に
老
い
朽
ち
る
。
大
地
よ
り
、
神
よ
り
、

人
よ
り
、
勇
気
と
壮
大
、
霊
感
を
受
け
る
限
り
、
人
の
若
さ
は
失
わ
れ
な

い
の
だ
。
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2022年度 愛媛同友会  第８回理事会 議事録
【日時】2022 年 12 月 15 日（木）18：30 ～ 20：30　【会場】二番町ホール・Zoom
【出席】理事 17 名　委任 13 通　事務局員 3 名　　【議長】佐藤 慎輔　　【議事録】藤原 里穂

出席数・委任数の確認について …… 事務局

開会挨拶：田中 正志

承認事項
（１）入退会承認
（２）愛媛大学より：
　　 「社会共創コンテスト 2023」の後援依頼
　　　→承認されました。

（３）※協議と承認※　正副代表理事会議より：
　　  EDOR 判定会議の活性化に関する提案
　　 佐藤議長： 前回理事会での意見を受け、正副代表理

事会議にて再協議した結果、「理事会で
EDOR 判定会議を行うのではなく、理
事会開催前に別途時間を設けて EDOR
判定会議を行う」ことを提案したい。

　　　　　　　　→ 次回から、理事会にて EDOR 判定会議
に理事者が参加するように呼び掛ける。

報告事項
（１）第 11 回経営フォーラムの進捗について
　　  　記念講演のプレ報告を聞き、胸がいっぱいになっ

た。記念講演だけでも参加する価値がある。今月
からコロナの様子をみながら例会や幹事会、委員
会へ足を運び告知していく。今月中に目標 50％の
100 名登録を目指す。まずは理事者の皆さん登録を。
そして、チラシを基に動員の呼びかけをよろしく
お願いします。

（２）各支部・地区会、各委員会等からの報告
①求人教育委員会： 新合同企業説明会「D・オファー」の

案内
②広報情報化委員会：1吟行句会ライブの開催報告
　　　　　　　　　 2報道懇談会の案内
③政 策 委 員 会： EDOR（10-12月期）への協力依頼
④事　　務　　局：働き方と引継ぎの現状報告

（３）全国・他団体行事について
　　  中小企業問題全国研究集会 in 長野の案内：
　　  　2025 年２月の全研 in 愛媛に向けて、こぞって

参加しましょう‼️
（４） 愛媛同友会の 2022 年度方針の総括と 2023 年度

方針の協議の進捗についての確認

協議事項
●討論テーマ
　「 今の愛媛同友会、理事会、支部・地区会、委員会を

どう感じていますか？どうしていきたいですか？ど
んなことをしていきたいですか？」

　　  　第６回理事会の協議事項を踏まえ、グループ討
論で意見交換しました。

閉会挨拶：三好 大助
討論のまとめ：三好 大助
　　  討論はどうだったか？私は間もなく会歴丸 26 年と

なるが、自身の原点や様々な人の顔を思い出した。
たくさんの人に助けられて今があると改めて実感。
理事者の皆さんは、同友会運動を推し進める中で
負担や大変な思いをされているかもしれないが、
そこからたくさんのことを学び、多くの人間関係
ができている。そして、良い会社や未来の発展が
ここから約束されている。一人一人が人間関係を
大切にし、真摯に学び、実践していけば来年も必
ずよい年になるはず。今年１年もお世話になりま
した。来年もよろしくお願いします。






